
技術・家庭（技術分野）の指導における
ＩＣＴの活用について
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Ⅰ 基本的な考え方：ねらい

ＩＣＴがもつ「特性」や「強み」を生かした学びを通して

○ 「技術分野の学び」をより確実なものへと、主体的・対話的で深い学びの実現
の視点から改善する

○「情報活用能力」を育成する

技術分野においてＩＣＴを活用するねらい

① 多様で大量の情報を収集、整理・分析、まとめ表現することなどができ、カスタ
マイズが容易であること
観察・実験したデータなどを入力し、図やグラフ等を作成することを試行錯誤しな

がら繰り返し行ったり、発表内容を効果的にまとめて共有したり、個々の子供の学
習ニーズに応じた学習内容を組み立てたりできる

② 時間や空間を問わずに、音声・画像・データ等を蓄積・送受信できるという時間
的・空間的制約を超えること
距離や時間を問わずに児童生徒の思考の過程や結果を可視化したり、学習過

程を記録したりできる
③ 距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという、双方向性
を有すること
教室やグループでの大勢の考えを距離を問わずに瞬時に共有したり交流したりで
きる

ICTが持つ「特性」や「強み」「2020 年代に向けた教育の情報化に関する懇談会 」最終まとめ（平成28年7月）
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世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉えて把握し，情報及び情報技術を適切
かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な
資質・能力
中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」
（平成28年12月）

情報活用能力（新学習指導要領における定義）

情報と情報技術を活用した
問題の発見・解決等の方法
や，情報化の進展が社会の
中で果たす役割や影響，技
術に関する法・制度やマナー，
個人が果たす役割や責任等に
ついて，情報の科学的な理解
に裏打ちされた形で理解し，
情報と情報技術を適切に活
用するために必要な技能を身
に付けていること。

知識及び技能

様々な事象を情報とその
結びつきの視点から捉え，
複数の情報を結びつけて新
たな意味を見いだす力や，
問題の発見・解決等に向け
て情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を身に
付けていること。

思考力、判断力、
表現力等

情報や情報技術を適切
かつ効果的に活用して情
報社会に主体的に参画し，
その発展に寄与しようとする
態度等を身に付けているこ
と。

学びに向かう力、
人間性等

Ⅰ 基本的な考え方： ＩＣＴの活用による情報活用能力の育成
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技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，
技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。

技術分野の目標

（1） 生活や社会で利用され
ている材料，加工，生物育
成，エネルギー変換及び情報
の技術についての基礎的な理
解を図るとともに，それらに係
る技能を身に付け，技術と生
活や社会，環境との関わりに
ついて理解を深める。

知識及び技能

（2） 生活や社会の中から
技術に関わる問題を見い
だして課題を設定し，解決
策を構想し，製作図等に
表現し，試作等を通じて
具体化し，実践を評価・
改善するなど，課題を解決
する力を養う。

思考力、判断力、
表現力等

（3） よりよい生活の実現や
持続可能な社会の構築に
向けて，適切かつ誠実に
技術を工夫し創造しようと
する実践的な態度を養う。

学びに向かう力、
人間性等

Ⅰ 基本的な考え方： ＩＣＴの活用による「技術分野の学び」の改善

主体的・対話的で深い学びを実現するためには，コンピュータや情報通信ネットワークを，生
徒の思考の過程や結果を可視化したり，大勢の考えを瞬時に共有化したり，情報を収集し編
集することを繰り返し行い試行錯誤したりするなどの学習場面において，積極的に活用すること
が求められる。学習指導要領解説技術・家庭編 第3章２（2）コンピュータや情報通信ネットワークの活用

コンピュータや情報通信ネットワークの活用
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学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通
しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる

主体的な学び

Ⅱ ＩＣＴ活用による「技術分野の学び」の改善例：主体的な学びの実現

既存の技術の理解 課題の設定

技術に関する
科学的な理解
に基づいた設
計・計画

課題解決に向
けた製作・制
作・育成

成果の評価
次の問題の解決

の視点

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕組み
を理解するとともに、技術の
見方・考え方に気付く。

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問
題を見出し，それに
関する調査等に基
づき，現状をさらに
良くしたり，新しいも
のを生み出したりす
るために解決すべき
課題を設定する。

・課題の解決策を条
件を踏まえて構想
（設計・計画）し，試
行・試作等を通じて
解決策を具体化す
る。

・解決活動（製作･制
作・育成）を行う。

・解決結果及び解決
過程を評価・解決結
果及び解決過程を
評価し，改善・修正
する。

・技術についての概念の
理解を深め，よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評
価し，選択，管理・運用、
改良，応用について考え
る。

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

情報の提示
学びの記録の活用

＜技術分野の学習過程＞

自ら解決したい、解決しなけ
ればならないと思わせる

自分の成長を自覚させる
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学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通
しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる

主体的な学び

Ⅱ ＩＣＴ活用による「技術分野の学び」の改善例：主体的な学びの実現

既存の技術の理解 課題の設定

技術に関する
科学的な理解
に基づいた設
計・計画

課題解決に向
けた製作・制
作・育成

成果の評価
次の問題の解決

の視点

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕組み
を理解するとともに、技術の
見方・考え方に気付く。

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問
題を見出し，それに
関する調査等に基
づき，現状をさらに
良くしたり，新しいも
のを生み出したりす
るために解決すべき
課題を設定する。

・課題の解決策を条
件を踏まえて構想
（設計・計画）し，試
行・試作等を通じて
解決策を具体化す
る。

・解決活動（製作･制
作・育成）を行う。

・解決結果及び解決
過程を評価・解決結
果及び解決過程を
評価し，改善・修正
する。

・技術についての概念の
理解を深め，よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評
価し，選択，管理・運用、
改良，応用について考え
る。

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

情報の提示
学びの記録の活用

＜技術分野の学習過程＞

自ら解決したい、解決しなけ
ればならないと思わせる

自分の成長を自覚させる

デジタル栽培記録簿を活用して，栽培作業を
評価し改善する。 目標

品種

生育条件

栽培方法

環境面の配慮

内容
時間

（分）

使用用

具等
経費

9月17日 ・殻がわれた（9/11個） 水を霧吹きで3回かけた 5 霧吹き 殻がわれていないものが

割れるよう位置を変えた

りする

久しぶりに植物を育てて

みて、スプラウトの生長

の早さを実感した。

9月18日 ・芽が出た 水を霧吹きで3回かけた

容器を2段にして、余っ

ていた種もまいた

5 霧吹き 後川まいた種も芽が出る

よう、水のあげかたを変

える

少ないスペーズで多くの

収穫が得られる方法に挑

戦することにした。毛塚

が楽しみ。

9月24日 ・大きくなった 一株ずつ別の容器に分

けた

30 コップ10 100 全ての葉に光があたるよ

うな置き方を考える

葉からよい香りがしてき

た。食べるのが楽しみ

9月28日 おおきくなった 水にカビが生えていな

いか確認し、交換した

20 あまり大きくなりすぎる

と堅くなるので、そろそ

ろ収穫を考える

大切に育てると、しっか

り成長してくれるのだと

いうことがよくわかっ

た。感謝してだたい

合計 190 300

栽培記録

100本ぐらいをできるだけ早く育てる

スプラウト（小松菜）

容器栽培

薬品は使用しない

発芽温度　18℃以上　生育温度　18℃以上

作業

今後の課題 感想状況日時

（Ｂ 生物育成の技術）

・作物の育成状況
を踏まえた作業につ
いて、作業時間や
経費等も含めて記
録していくことで、自
らの取組の効果を
確認したり、必要に
応じて改善したりす
ることとが容易とな
る。
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子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考える
こと等を通じ、自己の考えを広げ深める

対話的な学び

Ⅱ ＩＣＴ活用による「技術分野の学び」の改善例：対話的な学びの実現

既存の技術の理解 課題の設定

技術に関する
科学的な理解
に基づいた設
計・計画

課題解決に向
けた製作・制
作・育成

成果の評価
次の問題の解決

の視点

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕組み
を理解するとともに、技術の
見方・考え方に気付く。

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問
題を見出し，それに
関する調査等に基
づき，現状をさらに
良くしたり，新しいも
のを生み出したりす
るために解決すべき
課題を設定する。

・課題の解決策を条
件を踏まえて構想
（設計・計画）し，試
行・試作等を通じて
解決策を具体化す
る。

・解決活動（製作･制
作・育成）を行う。

・解決結果及び解決
過程を評価・解決結
果及び解決過程を
評価し，改善・修正
する。

・技術についての概念の
理解を深め，よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評
価し，選択，管理・運用、
改良，応用について考え
る。

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

発表（プレゼンテーション）や話合い

協働制作・製作

他校の児童生徒、社会人、外国の
人々等との交流

協働での意見の整理
（意見の共有、比較検討）

「聞く」ことで，他者の思考
を追体験し，思考を広げる

「話す」ことで，思考
を整理し，深める
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子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考え
ること等を通じ、自己の考えを広げ深める

対話的な学び

Ⅱ ＩＣＴ活用による「技術分野の学び」の改善例：対話的な学びの実現

既存の技術の理解 課題の設定

技術に関する
科学的な理解
に基づいた設
計・計画

課題解決に向
けた製作・制
作・育成

成果の評価
次の問題の解決

の視点

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕組み
を理解するとともに、技術の
見方・考え方に気付く。

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問
題を見出し，それに
関する調査等に基
づき，現状をさらに
良くしたり，新しいも
のを生み出したりす
るために解決すべき
課題を設定する。

・課題の解決策を条
件を踏まえて構想
（設計・計画）し，試
行・試作等を通じて
解決策を具体化す
る。

・解決活動（製作･制
作・育成）を行う。

・解決結果及び解決
過程を評価・解決結
果及び解決過程を
評価し，改善・修正
する。

・技術についての概念の
理解を深め，よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評
価し，選択，管理・運用、
改良，応用について考え
る。

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

発表（プレゼンテーション）や話合い

協働制作・製作

他校の児童生徒、社会人、外国の
人々等との交流

協働での意見の整理
（意見の共有、比較検討）

「話す」ことで，思考
を整理し，深める

「聞く」ことで，他者の思考
を追体験し，思考を広げる

ネットワークと大型ディスプレイを活用して各自
の考えを共有する。

・各人が開発しよ
うとする製品のアイ
ディアをネットワーク
を通して大型ディ
スプレイに表示す
ることで、多様な
考えに触れることが
容易となる。 （Ｃ エネルギー変換の技術）
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習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え
方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考
えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりす
ることに向かう

深い学び

Ⅱ ＩＣＴ活用による「技術分野の学び」の改善例：深い学びの実現

既存の技術の理解 課題の設定

技術に関する
科学的な理解
に基づいた設
計・計画

課題解決に向
けた製作・制
作・育成

成果の評価
次の問題の解決

の視点

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕組み
を理解するとともに、技術の
見方・考え方に気付く。

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問
題を見出し，それに
関する調査等に基
づき，現状をさらに
良くしたり，新しいも
のを生み出したりす
るために解決すべき
課題を設定する。

・課題の解決策を条
件を踏まえて構想
（設計・計画）し，試
行・試作等を通じて
解決策を具体化す
る。

・解決活動（製作･制
作・育成）を行う。

・解決結果及び解決
過程を評価・解決結
果及び解決過程を
評価し，改善・修正
する。

・技術についての概念の
理解を深め，よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評
価し，選択，管理・運用、
改良，応用について考え
る。

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安
全性，環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること

技術の見方・考え方
解決策の最適化 最適化の評価と改善

「見方・考え方」を働かせて問題を見いだして課
題を設定し，解決する
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習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え
方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考
えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりする
ことに向かう

深い学び

Ⅱ ＩＣＴ活用による「技術分野の学び」の改善例：深い学びの実現

既存の技術の理解 課題の設定

技術に関する
科学的な理解
に基づいた設
計・計画

課題解決に向
けた製作・制
作・育成

成果の評価
次の問題の解決

の視点

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕組み
を理解するとともに、技術の
見方・考え方に気付く。

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問
題を見出し，それに
関する調査等に基
づき，現状をさらに
良くしたり，新しいも
のを生み出したりす
るために解決すべき
課題を設定する。

・課題の解決策を条
件を踏まえて構想
（設計・計画）し，試
行・試作等を通じて
解決策を具体化す
る。

・解決活動（製作･制
作・育成）を行う。

・解決結果及び解決
過程を評価・解決結
果及び解決過程を
評価し，改善・修正
する。

・技術についての概念の
理解を深め，よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評
価し，選択，管理・運用、
改良，応用について考え
る。

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

→

過

程

の

評

価

と

修

正

←

生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安
全性，環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること

技術の見方・考え方
解決策の最適化 最適化の評価と改善

「見方・考え方」を働かせて問題を見いだして課
題を設定し，解決する

3ＤＣＡＤを活用して設計を最適化する。

・一人一人の製作品のアイデアを、3ＤＣＡＤ
を用いて表現することで，経済性（材料）、
安全性（強度）等の視点から、部品の形状
や製作品の構造が最適なものとなるよう修正・
改善することが容易となる。

（A 材料と加工の技術）
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プログラミング

Ⅲ 技術分野におけるその他の活用例

ネットワークを生かし
て、地図データを入
手・表示するようプ
ログラミングする。

文字・図・写真を適
切にデジタル化し、
避難所までの経路
等を表示するようプ
ログラミングする。

出典：国土地理院

題材例：災害時に高齢者の方々も安心し
て避難できるようにするため、「避難経路案内
コンテンツ」を開発する。

内容「Ｄ 情報の技術」の（２）（３）において生活や社会における問題をプログラミングによっ
て解決する学習活動を実施

参考 中学校技術・家庭科（技術分野）内容「Ｄ 情報の技術」におけるプログラミング教育実践事例集
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00617.html

（２）ネットワークを利用した双方向性
のあるプログラミングによる問題の解
決

（３）計測・制御のプログラミングによ
る問題の解決
題材例：高齢者や体の不自由な方がスト
レスなく食事をとることができるようにするため、
「食事サポートシステム」を開発する。

タッチセンサに
触れることで，
簡単にフォー
クが目的の位
置に移動する
ようプログラミ
ングする。

ジャイロセンサを使ってフォークの向きを確認し、
食べ物をとる時は下向きに、運ぶ時は横向き
に維持するようプログラミングする。
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子供たちの健やかな学びの保障

Ⅲ 技術分野におけるその他の活用例

一人で学習できる内容に関しての説明動画
や、調査活動のためのリンク集、調査結果など
について生徒
同士が意見交
換できる掲示
板などをまとめ
た学習支援サ
イトを構築し，
それを活用し
て学習する課
題を示すことで、家庭な
授業以外の
場において行
う学びを充実
する。

新型コロナウイルス感染症などの影響で，やむを得ず臨時休業を行わなければならない場合でも、
子供たちの学習の継続及び学校との関係を維持するために， ICTを活用する。

学習支援サイトの構築と活用 オンライン学習の実施

テレビ会議システム等を活用したオンライン学
習により、学校にいる教師と家庭等にいる生徒
の間での対面指導や、生徒同士の関わり合い

による学びを実

現する。
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